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た。このマーケティ'/p'論の成立は， 10年代における γ 呈ーの企業的マ ケテ
ィYグの成立をもって，その根拠となすものである九他方，企業的マ ケ7
ィγグ論と並んで，あるいはそれと未分化の融合状態のままにありながら，社
会経済的マ ケティ Yグ論も次第に形成されていったのである。企業的マ ケ
ティシグの成立期は同時に社会経済的マーケティ γグの形成期でもあった。
この 10年代と 20年代は，パーテJレア、仁よれば，それぞれの段階仁区分され，
1) A. W. Shaw， Some Problems叫 MarketDis削 bution，1915をもって成立の画期となす.
2 (80) 第96巻帯2号
10年代を「概念化の時代 1. 続く 20年代を「統合の時代」と呼ばれている九









先ず10年代について。 A.Wショーが So問 eProble隅 S 叫 MarketDist円 bu
tion， 1915において，配給機能概念の晴矢をなす分析をみせ，また，配給経済
の歴史的分析においても注目すべき研究を示していることは既にみたところで
ある汽 γ ョ の研究は社会経済的マーケナイングにおいても画期的な分析で
あった。
次に 10年代の代表的学者としてはRalphStarr Dutlel-(1882ー 〉があげられ
るo)。パ tラ は，ウィスコ ::/~/γ大学でマーケテ 1'./ 9'"を担当していたが，彼
は. 1911年に Sales，Purchase， and Shipping Methodsを著わし，後にこれを
徐川±拡充して 1917年L":Market叩 g-Methods and PO liciesとして公刊したロ
本書は農産物や製造品の配給問題についての言及も弱く，マーケティソグの全
2) R. Bartels， The Develotment oj Mai'ket四 gThought. pp. 159-164 
3) なお荒川l教授は マー ケティングの歴史的発展の研究において 10年代を第1段階 20年代
そ第2段階と区分しておられる。(荒川祐吉「現代配給理論」昭和35年. 15ベー ジ以下。 森下
二次也編「商業経済論体系」昭和34年， 309ベー ジ以下。〉
4) 段階区分の論拠については別稿に譲る。
a) 柚稿『マーケナイング論の成立ムなお森下二武也『現代商業経済論J. 幻1ベー ジ以下にジ豆
のー配給経路分析の紹介がみられる。
.s) Ralph Starr Butlerはウ 4スコ γシソ大学で教えていたが，佳にニ L ヨーー ク大学に障り i
そこから実業界に転じ， General Food Corporationに入った。 (paulD. Converse， The 
&g剛山gザ MarketingThought同 theU削 tedStates， 1959， p. 33; Bartels 吋 cit
pp. 224-226.) 
計会事手済的マー ケテ 4γグの形成 (0 (81) 3 
領域にまたがる内容のものではなかったが，当時としてはマーケティ γグ一般
〔日eneralmarketing) のテキストに最も近い体裁を整えた著作であった。彼
は大規模な製造業者のセ ノレス・ 7 ネィジャーとしての経験を通じて，人的販
売や広告などの企業的マーヶティ γグの諸問題についても貢献壱おこなってい









次にγ ョー. /ミトフーとならんで. L. D. H. We1d (1882-1946) も10年
代の先駆的学者の 1人である叫。 ウ-".}l..}" はネソタ大学，エール大学で主





7) Butlerのマ ケティ γクについての考え万はバ←テルスヒよれば次の如〈である白 「マ ケ
テ4γグは諸要因の結合であった。それは販売以上のものであり，チゃ γネルの選択，広告.l!l.
ぴ卸， ;J売企業の経営以上のものでるった」と。 (Badels，ο't.cit.， p. 161.) 
8) 連鎖自は既に 1915年頃から注立をひきはじめている。 Butlerは金料品，薬種品の連鎖陪は
仲ぴるが!衣H巨額では伸びない左考えていた。 LかL実際には婦人目g.上藷，帽子などの連鎖屈
は伸びたようである。 (Converse，opμt. p. 33.) 
9) Butels， ot_ cit.， p. 162 
10) L. D. H. Weldは.1912年にミネソタ大学に Inshuctorとして赴き，後にエール大学に移
コた。そこで農業問題に関心をもっていたがz 聞もな〈実業界k転じ Swiftand Co血 panyの
商業調査部の部長になり，続いて McCann.Erickson広告代理屈に転じi そこでも研究と著作
を続けた。
11) Weldの論文としては "MarketingFunctions and Merc叫tileOrganizations"， 
4 (82) 第96巻第2号
ラー，ウェノレドが際立った存在であった。
次に 1920年代に移る。 20年代には， Principles of Markebng，あるいは，
Elements of Marketing などの表題をもっマーケティ γグ一般 (general
marketing) の概論書が陸続として刊行されはじめた。いわゆる「総合の時
期Jと呼ばれる所以である。いま， その主なものを掲げると， 先ず PaulT 
Cherington明(1876-1943)は The Elements 0/ Market叩 g，1920 におし、
て，配給概念についての規定をおこなった。彼によれば「配給(merchandise 




うに機能概念の展開も試みてし、る。次に， 同じ 1920年に， c.S. Duncan叫
(1878ー〉の Ma1'k的侃~g ， Tts P:刊blemsand Meth.ocls において商品的研究
方法の色彩が強い概論的著作がはじめて著われた。翌 21年には. Paul D 
Converse耐の Market叫 g，Methods and Poli山由が薯わされ，そこでは，農
業マーケティ'/:7の問題を中心に，機能論の展開も試みられていた。さらに同
じ21年に，_Paul W.lveyは，PrinciPles 01 Marketingを著わし，同書におい
て主として機能論的研究方法の観点から問題を展開し，機能概念については，
Ameru;an Economic Review. June 1917が機能概色を展開したものとして注目されている。柑
に， “Marketing Agencies Between Manufacturer and Jobber"， Q岨吋erlyJour叫 2
01 Economics， Aug. 1917 がある。なお TheMarketingザ F肝 m Productsは1932年に
Fred E. Clark 1こより改訂され，M，αrketing Agricultural P刊 d町おとなってu、る。
12) P. T. Cherington は，フィラデルフイア商業記官館からρ バー ド大学に招かれたが， 1920 
年代の初期に実業界に転出した。彼の著作としては，他に Advertisingas a Sales Fo町"
1913 j Tke Wool Industry) 1916 などカfある。 (Converse，op. dt.， p. -43.) 
13) T. P. Cheringtoll， EI帥叩t，ザ Ma1'keting，1920， p. 6 
14) c. S. DuncanはJ ジカコー 大学にいたが，後にアメリカ鉄道協会などの民閉会社の経清学者と
して数年を送った。シカコ大学Cは，Commercial Research， 1919を著わしてL喝。その著作
の資料としては，販売記録!仕入記骨z 諸著作，業界誌j 政府報告書(特に農業者a 商務省 聯
邦取引委員会， 統計局)， 調査状z 郵送質問書などが慣用されている。 (Converse，op. cit.， 
pp. 60-61.) 
15) P. D. Converseはイリノイ大学にいた。彼は NystromのE印刷附CSof Retailingをテ
キストに使ったりしてj 中間商人的あるいは制度的研究方法を用いる特徴をもっていたのイリノ
イ大学では農産物マーケテ4νグを重視していた。 (Bartels，op. .cit" p. 229.) 
社全経済的マー ケティソグの形成(1) (83) 5 
中間商人の機能壱中心にした特徴のある機能分類を示している。
しかし，多くの概論書の中で，戦前の社会経済的マーケティ '/fの最も代表







このクラ グの著作を頂点にして J さらにその後， 25年に EdmundBrown 
の Markei同g が著わされており，そこでフラウ γ自身の経験と観察を基礎に
した附品的分析がおこなわれてし、る。また 27年には HaroldH. Maynard， 
Waller C. Weidler， Theodore N. Beckman の共著として Principlesοf
M肝 ke&u唱gが刊行されてい高。同書も前掲の諸著作と同じくテキ九ト的なもの
であるが，多少とも論理的な傾向がみられる山。 また，概論書が多くは企業家
16) F. E. Clarkはビジネスにも閣係c，oγサノレテ 4ソグ ワ グに従事していた。症は農業マ
ケーテ4ソグへの闘心を，苦い時代の良村生iIi.後の農場経常の虹暗殺 1918年以降のシカゴ農産物
中央市場との接触から示唆された。またマ ケテイゾグ諭についての影響は， L. D. H. Weld 
Panl H. Nystrom， Ralph Starr But1er， A. W. Shawから受けた。彼の主著 P川町itl四
ザ Market間 g は， 1918 年から 19 年にミシガγ大学で使った講義案であり 19 年から 2~年
にかけてミヅガン大学， ミネソタ大学 ノ スウエスタン大学でも慣用されたものである。向者
は32宇に再版， 42年に CarrieP. Clar![と共に改版し第3版， 62年lとはさらに RayburnD 
TOllsleyによって改版されている。Clarl乏の著作は同書の他に Market切 gAgricultural Produ-
cts in the U削 tedStates， 1932; Readings叩 M町ketmg，1924， revised， 1933があるロ論文と
しでは イリノイ大学のマスター捕主である "Cooperative Grain ElevatoI Movement 
io Illinois"があり a また“ AnAppraisal of Cert目 n Criticisrns of Adv町tising"， 
American Ew怖omzcR削 ew， March 1925 と "Discussionof Weld's Paper on Do 
Principles of Large-Scale Production Apply to Merchandisingド AmericanEcono-
mic Review， March 1923 t-.はコンパー スによって「注目に値する論文」といわれている。
(Converse， op. cit. p. 66; Bartels， op. cit. p. 226; F. E. Clark， Pn匁ciPles.01 
Marketing， p， vi、
17) Converse， op 副 t.，p. 66 
18) 例えば Maynard等の論理的な踊向1同書の構成にあιわれている。すなはち同書では官頭
において消致者の購買動機が論じられj どえいで各配給機関の制度的研究の後に抽象的な杓容をも
っ機能論に静っている。 (H.H. Maynard， W. C. Weidler， T. N. Beckman， P円 ncitles







な活躍をした学者1=，.Melvin T. Copeland (1884-)がある町。彼は 1916年に
Harvard Bureau of Business Researchの所長になり，小売1古の経営につL、
ての情報の蒐集に力壱入れ，かたはら，教授法においてはプロプレムメソッド
(problem method)の発展に貢献した。彼の著作としては既に 1912年に The
Cotto処 M側 dfacturingIndustry 0/ the V削 tedStatesが出され，業種別乃至は




規定し， マーヶティ '/17'を企業経営的観点、から規定した。 これはずョ とな
らんで数少ない企業的マーケティジグ論からの規定として注目される 2向。さら
に， 23年には Probl側 sin Ma1'keting f.三おいて，広〈事例を集め事 24年には
P叫 nciPles0/ Mercha叫山吋をあらわし Parlin の消費財の分類論を発展
させ，また購買動機についての分類を試みた問。
19) 問書は 1927年Fこ初版 32年四年"年， 52年 58年(W.R. Davidsonと共著〕と版
を重ねている。




実業界のコンサルティングの仕事r従事した。被の論文には!他に υRelatlOnof Consumer 
BUY1ng Habits to Marketing Metbods "， Hayvayd Bus間 esRevieω， April 1923があ
る内 (Bal-tels，ot. cit.， pp. 229-231.) 
21) M. T. Copeland， MaグketingP刊 blet仰5，1920， p. 1 
22) イわ業角的マ ケテ4ング.あるいは，経営学的な規定左して比ぞの他に ParcivalWhite， W.. 
S. Hayward， W. ]. Reilly， C. M. Reedなどがあるが1 マー ケテ4ング般の概論書とし
てはじopelandが目立n た存在である。
23) Copeland の消費財の分煩と購買動機の分類は今日に至るまで重視されている。購買動機に







W. D. Moriarty， Floyd L. Vaugban， Rol乱ndS. Vai1e， Peter L. Slagsvolo 
などのマーケティゾグと広告に関する理論的研究 Paul Ny只trom の小売に
関する研究などが特異な色彩壱放っている。
先ず，経済理論との関連におし、て社会経済的マーケティング問題に接近した
学者としては， W. D. Moriarty2')(1877-1936)の TheEL印刷叫CS01 Marketing 
側 d Ad:verti町咋 1923 があげられる。彼はマーケティ '/7は主として経済理









る潜在的宙望訪を?置き起す動機と z 選択的動機 (5electivemotive)，すなわち消費者に特定のフ
ランドを買わせ あるいは特定の売手をひいきにさせる動機とに分けた。 また他方 合理的動
機 (ratlOnalmot目的すなわち経済性，信頼性 J 耐久性のような理性に訴える動機と 感情的
動機 (emotionalmotive)すなわち競争心!プライド;快適さのようなものに訴える動機とに
分けた。 (Converse，op. cit.， p. 62; 福田敬太郎「市場前j昭和25年， 116ベ ジ，同編「商
業概論」昭和34年， 207へージ参照。〕
24) W. U. Moriarty は，ミシガン大学! 南カロライナ大芋なと若干の大学で教えてし、r。 そ
こで経済理論と広告諭を担当していたので! その成果が TheE叩 nomicsof Marketing 
and Advertis附 g，1923となってあらわれたゐけである。しかし「司書はテキストとしては余り売
れなかったようである，当時の実務的傾向d反映であろう。 (Converse，op ω九 p.68.) 
25) Bartels， op. cit.， p. 171 


























26) Moriarty， The Economics o[ Maγhetil1g dnd AdvertM四 g，1923， p. 319丘
27) J/;id.， p_ 120 f_ 28) Ibid.， p. 120ft 



















た学者に， P. M. Nystrom(1878-)がある問。彼の著作はマーケティ γグ一般
29) パ テルスは Vaughanのマ ケテ4ソグコストの増大正五向に対する批判と 2 マ ケテ4ング
努力への批判舎「保守的J伝立場と考えている。これはパ テルr、が企業家の立場に立ってし、る
のでa マーケティングが企業家にとって「進歩的」であるという意味であり社会経済的な観点か
らみればむしろ Vaughanの拙〈に評価されるベきであろうω(Bar恒 Isορωt.，p. 172) 
30) R. S. Vaileはj 農業問題や協同組合運動に関係していた。被はポモナ大学で A，J. Cook， 
Charles Baker， G. S. Surnner などの影響を受け ハパ ド大学の T.N. Carver， F 
¥V. Taussig， E. E. Dayからも影響されている。くB町 tels，op. cit.， p.235.) 
31) R. S. V町 lpand P _ L. Slagsvold. Marksting 0明間iza/色同， p. v 




済学Jを担当した。 この間の研究は，間討すの意義を明らかにする意図をもった Economics01 
Fashio肌 1928，またコロンピア大学の講義の産物である Eoo飽仰，ics01 Cons切mptio旬， 1929 
Eして公表された。さらに 1932年には JiasMonMerchandisingを出してら、る。







った。強いてその代表的著作を求めるならば F.E. Clarkの P門市iplesof 
Marketingに指を屈することができるであろう。








ていた。 しかし， セールス"7Yの技術的問題などについては Copelandを除
いて多くの概論書で見出すことはできない実情であった問。
第3に，社会経済的マーケティングの一応の叙述は，主として20年代に整備
された。その内容をなすものは 3つのアプローチ (approach) であった。
すなわち，商品的研究方法，制度的併究方法，機能的研究方法である。次にこ
れらの研究方法を概観してみよう。
33) P. W. Ivey， Princitles 01 Mapket開 g，1922. p. 152 f 
34) H. H. Maynard， W. C. Weidler. 1'. N. Beckm叩 ，P円削ψlesof Marketmg， 1927 
p. 350貸
35) M. T. Copeland， Pri1山 tlesof Marileting， 1924， p.231 f 
36) セ ，，;スマγシツプなどは，独立の著作として数多〈輩出されていたロ (cf.Bartels， op. nt.， 
Chap. 7.) 






















37) K. Marx. Das Kl吋如!， 1， S.6，青木文庫版.1， 70へー ジ。
38) K. Marx， ZUY K:円れkder poμtisch帥 Oekonomie，S. 256任，岩波主席Il<r経済学批判」
311ベジ以下。
39) 流通過程とは，本来は，生産過程に対応する基本的範隔である。したがってz 流通過程はj 両


























40) 研究方法については各概論書に大抵慨述されているが特に， C. S: Duncan， M，α吋 eting，
ll's Problem an.d Method， 1920， p_ 8笠; P. D. Converse， Etements 01 Maγkeltng， 193{l， 
p. 76; R. F. Breyer， Commodity ~白叶eting ， 1931. pp. V， 1-2; P. a. Nystrom 
(ed.)，Markaing H，仰 tdbook，1951 pp. 6-7; E. A. buddy and D. A. Revzan， Ma吋eting，
p. 13 f.; 、N.J. Schultz， A例"“?:n}，:[arheti令官 1961. p. 15ff.; J. McCarthy， Basic 
Market仰tg，1960， p. 31丑 EugenLeitherer， Geschichte deγhandels- und absatzwirt-
schafllichen Literatuκ1961. S. 111 f.;谷口吉彦「配給通論」昭和34年，79へ ジ以下，桐田
尚作「商業学慨論」昭和26年， 45ペー ジ以 F:鈴木保艮「現代商業経済総論J昭和39年， 34 
へ←ジ以下。
41) J. McCarthy. Basic Marketing， 1960， p. 31 
社会経済的マー ケティシグの形成 (1) (91) 13 
しかし，しばしば理解が困難であるという意見もみられる。
以上のような 3つの研究方法が総てではない。社会経済的マーケティ γグ論
の研究方法としては， E. A. Duddy と D.A. Revzan によれば，上記の他
に法律的方法(legalappruach)，経済理論家的方法 (approachof economic 
theorist)などがあげられるし叫，また H.H. lVIaynardや T.N. Beckman 
によれば歴史的接近方法 (historicalmethod of approach)，事例的接近方法
(case method of approach)~3九政策論的方法 (an approach of marketing 
policy)，配給費分析的方法 (cost'analytical approach) もあげられているへ
なおまた戦後 W.J. Schultz によれば， 第 1に機能の概念にかわって， マ
ーヶティ Yグ活動の分析 (analysisof markcting operation). 第2に制度











42) E. A. Duddy and D. A. Revzan， Markaing， p. 31 
43) H. H 班aynardand T. N. Beckman， Princitles of Marketing， 1952， p.18 
44) 鈴木保良「現代商業経済総論J34へージ以下。
45) 、N".J. SChultz， American ]凶uketi包g，1961， p. 15宜




48) C. S. Duncan. Marketing， Its Problem and Method， 1920. p. B f
49) P. D. Converse， Elem帥 ts01 Marketing， 1931. pp. v， 1-2 
14 (92) 館96巻鍵2号
必ずしも裁然と区別されるものではなく，三者の混用によって構成されていた
ようである。
ともあれ次にこれらの研究方法とそれに基く内容の立入った分析に移ること
にしよう o (以下次稿〕
